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1.は じ め に
中級 レベル の聴解 クラスにおいて,ニ ュースが聞 き取れ る ようにな りた
い とい う学 生か らの希望1)は強 い。だが生のニ ュー スを聞 き取 るにはまだ
力不足 のクラスの揚合,あ る程度語彙,ス ピー ド,長 さ等 が コン トロール
されたニュースの聞 き取 り練習用 の教材 を使 うことが多い と思 われる。筆
者 が早稲 団大学 で担 当 した 中級 の聴解 ク ラスで も,前 回 と今 回の2回 ほ
ど 『ニ ュースで学ぶ 目本語 パー トII』(以下 『パ ー トII』)を使 用 した。 こ
の教材 については,実 際 のニュー スのよ うな練習 がで きた と して学生には
好評で あったが,で きれば生 で最新 の,し かも学生た ちが関心 を持 ってい
る話題 のニ ュースが提供 できれば それ に越 した ことはない。主教材 として
使 ってい るテキス トでニ ュースの聞き取 りのポイ ン トを押 さえ,耳 か ら聞
いて理解 で きる語彙 を増強 す る一方 で,学 生 が自分た ちの レベル に合 った
生のニュー スに数 多 く触 れ,親 しむ方法 はないだろ うか と考 えた。
ところで,プ レイ スメン トテス トに よるクラス分 けを していて も,同 じ
クラスの中で学生 の聴解 能力 には個人差 の大 きい場合 もあ り,一 斉授業 で
1)岡 崎(1993)p.1,金庭 ・川 村(1999)p。1参照 。
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テープ を聞かせ るや り方以外 の形態 も必要 だ と思 われ た。 また,学 生 の専
門知識や 関心 の違 いによって も,聞 き取 りの容易 な分野 とそ うでな い分野
が異 なって くる。 この個人差 に対応す るには,学 生 自身 が 自分 に とって関
心 のあるニュー スの中か ら,自 分 の聞 き取れそ うな適切 な リソース を選 ん
で くるこ とが一つ の対処方法 として考 え られ る。 そのよ うな リソー スで あ
れば,自 分 のぺ一 スでテープ を必要 なだけ聞 くとい う個別 学習 を通 して,
自分 に もニ ュー スが聞 き取 れ るとい う自信 が持 てるよ うにな るであ ろ う。
また,ク ラスで紹 介す るニュースを選ぶた めの視聴が きっかけ とな り,学
生 が 自分 な りのや り方 で今後 もニュー スを聞 き,自 律 的 な学習2)を継 続 し
てい く可能性 もある。
そ こで,市 販 のニ ュー スの聞き取 り用 テキ ス ト(『パ ー トII』)を主教材
として使 う一方 で,学 生が録画 して きた生 のニ ュース を学生 自身 がクラス
で紹介す るとい う活動 を授業 の中に組 み込 んだ。
なお,現 在 ではほ とん どの学生 が 目常的 にテ レビ番組 に接 してお り3),
た とえ自分 のテ レビがな くて も,寮 のテ レビを視聴 す るな どしてい るのが
実態 であ る。 また,視 覚 と聴覚の両方 の情報 を伴 うテ レビは,聴 覚情報 の
みの ラジオ よ り,私 たちの実際の言語生活 によ り近 い ものであ り,情 報 の
受 け手 に訴 えかけ るカ も大 きい。以 上か ら,こ こでの 「ニュースの紹介」
は,ラ ジオニュースではな くテレビニュー スにつ いて扱 うもの とす る。
テ レビニュースの先行 研究 として は,鈴 木 ・横 田(1991)および金庭 ・
川村(1999)等があ る。金 庭 ・川村 はテ レビニ ュー ス を4つ に類型化 し,
ニ ュースの構造や特徴的 な表現 を教 えるこ とによ リニュースの聞 き取 りが
容易 になる として,リ ー ド文,背 景知識,ニ ュー スの基本構造 に対応 した
表現等 を利用 した指導 によ り,学 習者 が母 語話 者 と同 じよ うな聴解 ス トラ
2〉学習者が自分で計画 し,適切なリソースを探 して継続 していく主体的な学習
のこと。p165,注5)を参照。
3)西谷(1994)のアメリカ ・カナダ大学連合 目本研究センターでの調査 によれ
ば,テ レビは学習者の約9割 が,VTRは 約7割 が所有 しており,視聴時問は平
目,週末ともに1～1時問半が最 も多いとのことである。
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テジー を発動す るよ うに指 導す る必要 がある と述べ ている。
このよ うな点 に関 して は,主 教材 と してい る 『パー トII』を使 用す る
中で適宜 指導 を行 った が,以 下では,そ の他 の活動 としての 「ニュース の
紹介」 につ いて述べ る。 また,学 生 へのア ンケー ト,フ ォ ローア ップイ ン
タビュー等 によ り,か れ らの反応 ・評価 を分析 し,考 察 を加 える。
2.授 業 内 容
センターでは,技 能別(聴解,読 解,口 頭表現,文 章表現,総 合),レ ベ
ル別(初級 か ら上級 までの およそ8っ の レベ ル)に授 業 が行 われて いる。
筆者が担 当 した 中級 の 「聴解5」 の授 業 は2コ マ あるが,1コ マ 目のA
で主にニ ュース の聞 き取 りを,2コ マ 目のBで ビデオ教材や会話 の聴 解
等 を扱 った。
今回報告 す るのは このAの 授業 で あ り,毎 回 『パー トII』を主教材 と
して使用 す る一方 で,そ の時間 内に学生 が2人 ずつ 「ニ ュースの紹介」
を行った。なお,学 生 による 「ニュースの紹介」 は1人 が1回 担 当 した。
2-1.目 的
筆者 が担 当 したク ラス は中級後 半 レベル である が,ニ ュー スに関心 は
あって も,学 生 は語彙 ・表現等 の知識 が まだ不十分 で あ りそのス ピー ドに
も慣れていないため,生 のニュー スを聞いて も一 度では よくわか らない と
い う状態 で あった。そ こでまず 「ニ ュー スの紹介」 のプ リン ト4)を配 って
この活動 のね らい を示す と共 に,発 表 までの概略 を説 明 して,時 問のある
うちに聞 き取 りやす さ ・内容 とも適 当な ニュース を探 して録画 してお くこ
とを薦 めた。
このク ラスで 「ニ ュースの紹介」 を行 う主な 目的は以下 の3点 である。
① い ろい ろ な タイ プの ニュー ス番組 を実際 に視 聴 す る こ とで,生 の




② 選ん だニ ュースの中に見 られ る,ニ ュース に特徴的 な表現や,さ ま ざ
まな話題 に関する語彙 を学ぶ。
また,ニ ュースのパ ター ンに慣 れ ることでニ ュー スのス ピー ドヘ の抵
抗感 をな くす。
③ ニュース を録画 した ビデオとハ ン ドァ ウ トを用 いてク ラスで発表 し,
聞 き手 にわか りやす く説明する。
さらにまた,① ～③ をきっか けに,ニ ュー スの聞 き取 りの 自律的 な学
習 を促 す意 図5)もあ った。 なおこ こでの教 師 の役割 は学習全 体 をコ ン ト
ロールす るオーガナイザー,ガ イ ドであ り,時 にはまたGrowの 言 うfa-
cilitator6)でもあると言 えよ う。
2-2.対象者
当初,聴 解5Aの クラスはi2名 だったが,う ち3名 の大学 院生 は研究
の都合 で出席 できな くな り,9名 となった。対象者 の国籍 と人数 は,イ タ
リア2名,タ イ2名,シ ンガポール1名,ア メリカ1名,ラ トビア1名,
5)臼杵(生997)は非漢字圏学習者を対象 に,彼 らの漢字学習経験や学習過程に
おける視点についてインタビュー し,その自律的側面 を14項目にまとめている。そ










う自覚 を持 っている。だがさらに自己意識 と自信 を深め,他人 と交わり,相手から
学ぶ ことが必要だと考えている。 したがってそこでの教師の役割は,(山登 りのガ
イ ドのように)「山に登るための道具 と方法,技 術および経験 を伝 える方法 を学習
者に提供すること」である。
一165一
ベルギー1名,デ ンマー ク1名 で,シ ンガポール の1名 を除 いては全 員
非漢字系 であった。
2-3.実 施 方 法
教室外 活動 と して,学 生は まず1分 ぐらいの短 いニュー スを録画 して
くる。学生 の中には ビデオ を持 っていない もの もいたが,寮 の ビデオ を使
わせて もらった り,友 人 に録画 を頼 むな どして準備 していた。なお,テ ー
プ起こ しの作業等 につ いては大学 の視聴覚セ ンター 自習室 の利用 も可能 で
ある。
ニュー スは 自分 の興 味や関心,目 本語 の レベル に応 じて選 べば よいが,
ク ラスで紹介 す るものであるか ら,内 容 ・語彙 が あま り専門的過 ぎない も
ので,他 の学 生 も関心 を持 てそ うな話題 が望 ましい とした。
発表 の2週 間前 には,学 生 は録 画 したニ ュー スの ビデ オ とハ ン ドァ ウ
トを提 出 し,教 師がその中の語彙 リス ト,ニ ュー スス ク リプ ト等のチェ ッ
ク を行 って,翌 週返却 した。学生 はそれ をもとに誤 りを訂正 し,発 表 の段
階 では正確なハ ン ドア ウ ト7)をクラスで配布 した。
2-4.発表の手順
当初学生たちは発表の手順に慣れていなかったので,「ニュース紹介の
手順」8)を配 り,発表の具体的な進め方 とそこで使 う言語形式についての
サンプルを示 して説明した。発表の手順は以下のとお りである。
① 紹介するニュースに関する前置 き:そのニュースを選んだ理由等
② ハン ドアウ トの中の語彙 リス トの説明… 目本語での説明と英語訳
③ ニュースビデオの視聴
④ 発表者が,そ のニュースの大 まかな内容に関する問題(2～3題)を出
し,それについてクラスで話 し合 う
7)学 生 の ハ ン ドァ ウ トの例 は[資 料2]を 参 照 。
8)[資料31参 照 。
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⑤ ニ ュー スが難 しい場合 は,再 度 ビデオ を視聴 した上 で ③ の問題 の答
えを確認す る
⑥ 発表者 に よるニューススク リプ トの音読
⑦ ニユース ビデオの再視聴
⑧ ニュースに関 して,発 表者が感 じた こと等 の コメン トを述べて まとめ
とす る
以上,① ～⑧ までは10～15分程度 であ り,後 で行 うフィー ドバ ックの
ために,学 生 の発表 を ビデオに撮 った。
また,発 表後 には以下 の活動 を行 っている。
O聞 き手 の学生 たちが発表者 に対 して フィー ドバ ックの メモ(発表 の仕方
やニュース内容,発 音 ・アクセ ン ト,そ の他 について)を書 いて渡す
Oク ラスで紹介 され たニュースの要約 を書 いて提 出す る(宿題)
○発表 を録画 した ビデオの視聴 とフィー ドバ ック_.ま とまった時問が取
れなかったので,こ の ビデオ視聴 は学期 の最後 に行 うこ とにな った
なお,④ のニュース内容 に関す る問題 は ビデオ の視聴前 に聞 いてお い
た方 がい い とい う希望 によ り,途 中か ら ③ と④ の順序 が入れ変 わった。
すな わち,ニ ュース内容 に関する大 まかな問題(2～3題)を 提示 した後 に
ビデ オ を見 て,そ れ らの問題 につ いて話 し合 い,答 えを確 認す る ことに
な った。
2-5.「ニュースの紹介」 の実際
初 回 の授業 では,2-4.に述 べたよ うに 「ニ ュー スの紹介」 のや り方 を
説 明 した が,聴 解力 の弱 い学生 の ため に,「手 話 ニ ュー ス」 や 「子 供
ニ ュー ス」 の よ うなや さ しい番組 が あるこ とを紹 介 しておいた。 しか し,
比較的 テー プ起 こしの負担 が少ない手 話 ニ ュー ス を利 用 したの は9名 中
の2名 で,さ ま ざまなチ ャンネルの普 通 のニ ュー スの 中か ら録画 をして
きた学生 が多か った。
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2-5-1.ニュー スの聞 き取 り
この 「ニ ュー スの紹介」 で は,個 別 に行 うニュース の聞 き取 り(スク リ
プ ト作成)が大 きな課題 の一つ であった。聞 き取 りの苦手 な学 生に とって
は,決 め られた期 目までにニ ュー ススク リプ トを作成 す る とい う作業 が,
どの程度の負担 とな るのか,ま た実際に可能 であるのか,最 初 はやや不安
があった。だが始 めてみ ると,学 生 たちはそれぞれ の レベ ルに応 じて聞 き
取れ る程度 のニュース を選 び,期 目までに,訂 正すべ き部分 が2～3箇 所
どま りとい うかな り正確 なハ ン ドァ ウ ト(スク リプ ト,語 彙 リス トを含 む)
を提出 した。 また,「できるだ けワー プ ロで」 とい う注文 に応 えて,9名
中8名 まで がワー プロの原稿 で あった。ハ ン ドァ ウ トは,最 終的 にク ラ
スで発表 す る際に他 の学生 に も配 るので,少 しで も見やす く完成度 の高 い
ものを提供 したい とい う気持 ちが働 いたよ うで ある。
2-5-2.ニュースの発表
ニューススク リプ トの作成 と共 に,準 備 したニ ュース をクラスで発表 す
ること もまた,学 生 たちに とっては,大 きな,し か も緊張 を伴 う課題 で
あった よ うで ある。 ア ンケー トを行 う際 彼 らに い くつ か質 問 した とこ
ろ,目 本語 によるこのよ うな発表 は初 めてであ り,口 頭表現 の授業 とも重
複するこ とはなかった とのこ とである。学生 への負担軽減 のために発表時
間 を10分 程度 と限 り,先 にも述べ たよ うに,発 表 の構成 や言語形式 のサ
ンプル を示 したが,発 表 をビデ オに録画 していたため もあ ってか,や は り
緊張した とい う声 が聞 かれ た。 だが,一 人 あた りの持 ち時 問 を制限 しビデ
オ録画 を行 ったせ いもあってか,お おむね発表 の制限時 聞は守 られ,聞 き
手 を集 中させ たまま適度 なぺ一 スで発表 が進 め られ た。
また,事 前 に発表 の リハ ーサル を して くるこ とを奨励 していたためか,
発表 はよ く準備 された ものが多 く,課 題 に対す る学生 の熱心 な取 り組み の
結果が見 られた。ただ し,中 に は リハーサル までは手 が回 らず,ニ ュー ス










学生 の紹介 したニ ュース
1.タ バ コ会社 のイ メー ジア ップ
2.短 期家 出
3.東 海村 の臨界事故
4.新 しい温泉 ス タン ド
5.台 湾で また大 きな地震
6.針 混入 で給食 中止
7.臨 界事故 か ら一 ヶ月
8。 大使館員 目本文化 に触れ る
9.オ ウム真理教
TBSは な まるニュース
NHK手 話 ニュー ス
TBS
NHKl
目本 テ レビ き ょうのできご と
JNN
NHK手 話 ニ ュー ス
NHK




ことを説明して,気 がついた点があれば,発 表者へのア ドバイス としてで
きるだけ書 くように促 した。
ニュースの要約は,発 表の直後に教室で書いたほ うが印象 も鮮明であ
り,制限時間内で書 く練習にもなるが,時間が とれず,毎 回宿題にまわす




の誤 りについてだけ訂正 して返却 した。
また学生の発表はすべてビデオに撮 り,学期の終わりの時期にクラスで
視聴 しフィー ドバックを行 った。学生たちは,毎回ニュースを紹介した発
表者に対 してコメン トを書 くなどのフィー ドバ ックを行 っていたためか,
自分の発表 を見るときにも客観的な指摘ができていた。
2-6.評価
『パ ー トII』につ いて は語彙 や ニ ュー ス内容 につ いて のテ ス トを した
が,「ニ ュー スの紹介」 についてはテ ス トは行 ってい ない。発表担 当者 に
は,テ ー プ起 こしを してニ ュー スス ク リプ トを作 成 した後,ま ず1回 目
のハン ドァ ウ トを提 出 させた。次 に教師 のチェ ックを受 けた後,発 表 日に
最終的 なハ ン ドァウ トを出す ように させ た。
また,聞 き手 から発表者 へのフィー ドバ ックのメモ,お よび紹介 された
ニュー スの要約 も提 出 を義務付 けてチェ ック した。
この よ うに提 出物 が多 く学 生 の負担 も大 き か った こ とか ら,発 表 は
30%,ハ ン ドア ウ トお よび要約文 の提 出 は10%の 割 合 で評価 に含 め た。
なお,こ の聴解5A全 体 の評価 は次 の ような割合 で行 った。
『パー トII』のテス ト(2回)
ニュー スの紹介









全員 の発表 がひ ととお り修 了 した12月 始 めに,「ニ ュー スの紹介」 で
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行 った活動 内容 につ いての一回 目の アンヶ一 ト9)を実施 した。 また,1月
下旬 の授 業の最 終 目に,こ の活動 に関す る学生 の受 け止 め方 および補足事
項 につい ての二回 目の アンケー ト10〉を行 った。いずれ も記名 で,回 答 者 は
9名 全員 で あった。 また,そ れぞれ のア ンケー トに関 して適宜 フォ ロー
ア ップイ ンタ ビュー を行 った。以 下 では1回 目の アンケー トを中心 に見
てい く。 なお,1回 目のアンケー トは主 に自由記述 で あ り,1人 が複 数 回
答 を してい る場合 が多い。
3-1.アンケー トの結果 と考 察
まず,1.で は,こ の発表準備 に学生 が どの程度 時間 がかか ってい るか
を見 た。 学生 たちが クラスで紹介 した ニ ュー スは1分 程度 の長 さで あ っ
たが,準 備 には平均4.1時間かか り,そ の うちテー プの文字起 こ しに要 し
た時 問は1。8時間で ある。 自分の聞 き取れ そ うなニ ュー ス を選 んで いて
も,そ れ を正確 に文字 に してい くの は予想外 に時問が かかる作 業 であ る。
しか し,こ のテ ー プ起 こ しは,後 の3.お よび フ ォ ロー ア ップイ ン タ
ビューか らもわかるよ うに,聞 き取 りの勉 強にな った として学生 には好評
だ った。普段,自 分 でニュースを聞 くときは,非 常 におお ざっぱ な聞 き方
しか していない,あ るいはできないが,文 字起 こしの課題 として取 り組 む
な どの過程 を経 て内容 が把握 でき るもので あるし,ま た,わ か らない部分
につ いて は教師 か ら個別 にチェック を受 ける ことがで きる。 さらにまた,
その ように して形 を整 えたハ ン ドア ウ トを用 いて,ク ラスでニ ュース を紹
介 す るとい う目標 もあるので,文 字起 こしへの取 り組 み も意欲的 だ ったの
ではないか と考 え られ る。
2.の発表 お よび その準備 で大変 だ ったの は 「テープ起 こし」 「クラスで
の発表 」「自分 の発表 したいニ ュース を探 す こ と」 の3っ で,各5名 ずっ




みんなの前 だ と緊張す る」等 のコメン トがつけ られていて,心 理的 な面 で
の負担 が大 きい ことが うかが える。 だがそ の一方 で,2回 目のア ンケー ト
やイ ンタビュー か らは,「自分 の発表 の しかたの弱点 がわかる よ うになっ
た/発 表 の練 習 にな って良 か った」 として,発 表 は で きれば2回 した
か った とす る者 が9名 中の5名 であった。また,発 表 は 「1回」 の方 を選
ん だ4名 も 「発表 は した いのだ が,そ の準備 が大変 な ので1回 で いい」
と答 えてい る。 目本語 での発表 が好 きで得意 だ とい う学 生 はいな かった
が,「発表 は必 要である」「や った ほ うがいい」 とい う点 では皆一致 してい
た。
また,「自分 の発表 した いニュース を探 す こ と」 が大変 だ った と答 えた
のは5名 であ り,こ れ は,自 分 が理 解 できそう で,か つ,他 の学 生 も興
味 を持 ちそ うなニュース を実際に探 した結果 の実感 であろ う。いろいろな
タイプのニュー ス番組 を実際 に視聴 す るとい うこち らのね らいに,学 生 が
応 えて くれ た証 でもある。
3.の発表 に至 るまでの作業 の中で具体的に良か った点 としては,「テ ー
プ起 こ しが聞 き取 りの練 習 に役立 った」(7名),「語彙 が増やせ た」(5名)
とい う回答 が 目立 った。そ の他,「発表 の練 習 になった」(1名),「ハ ン ド
ァ ウ ト作成 のために,コ ンピュー タを使 う練習 ができた」(1名)と続 く。
尋.自分 の発表 に関 して改善すべ き点 は 「特 にない」 が4名 であったが,
「ある」 と答 えた5名 につ いて は,そ の うち3名 までが発音 の問題 を挙げ
ていた。発音 ・アクセ ン トについては,他 の学生 か らのフィー ドバ ックの
メモの中で も,指 摘 を受けてい る者 がいたが,教 師 も聞 き手 の学生 と同様
に問題 の個所 を指 摘 しただけで,発 音矯正や練習 は行 っていない。 これ ら
については,『パー トH』 のニ ュースス クリプ トを学生 た ちに音読 させ る
際に,発 音 ・アクセ ン ト練習 を若干行 っているだけなので,ど こかで補 う
必要 があるだろ う。
5.a紹介 された ニュー スについ ての感想 は,「お も しろか った」 との指
摘 が5名 で,「わか る語 彙が増 えた」 の ような語彙 についての言及 が3名
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で あ った。 また 「目本 の社会や 目常生活 等 にっ いて新 しい こ とが勉 強 に'
な った」の よ うに,新 しい情報 ・知識 を得 るこ とができた点 を挙げ てい る
者 が3名 で あった。実際,聞 き手 の学 生 た ちはニ ュー スの紹介 を楽 しみ
に していた。今 日は どんなニュースか,ま た担 当者 がどのよ うに発表す る
かに大いに関心 を持 って授業 に参加 していた。
その他,5。b他 の人 の発表 の しか たや話 し方 については,「 よ くで きて
いて よかった/よ く準備 していて よかった」等 であ るが,5.cハ ン ドァ ウ
トにつ い ては 「ニ ュース スク リプ トに も振 り仮 名 をふ った ほ うがい い」
「もっと(たくさん の)単語 の意味 を書 い て もらえれば よかった」等 の記 述
が見 られ た。振 り仮名 に関 しては,9名 中 の8名 までが非漢字系 の学習者
だ った影響 もあると思われ る。また 「語彙 リス トに もっ とた くさんの単語
を載せてほ しい」 とい うコメ ントもあ った。 これ は,学 生 によっては自分
の知 ってい る言葉 で も・ そのニュース を耳か ら聞 く場合 には,や や難 しい
ものであった可能性 もある。
6。その他,授 業 についての感想 ・コメ ン ト・希望 としては,「以前 よ り
もニ ュースがわかるよ うになってよか った」「最初 は(ニュースの紹介 がで
き るか ど うか)心配 だ った が,こ の授業 は とて もい い勉 強 にな り,自 信 も
少 し強 くな った」「授 業は とて もお もしろ くて,自 分 でニュース を探 した
り友達 に発表 した りしたので 日本語 が もっ と聞 き取 れ る よ うに な った」
等,授 業 の効果 を実感 してい る様子 が うかが える。
7.この活動 の前後 で,自 分 でニュー ス を聞 くときに変化 した点 として
は,前 よ りニ ュー スがわか るよ うにな った こ とを挙 げ てい る者 が5名,
わ か らな い 言葉 は あ とで辞 書 をひ くよ うに な っ た とい う者 が3名,
ニ ュースの スタイルや構 成がわか るよ うにな った こ とを挙げ ている者 が2
名 であった。また 「以前 はあまりニ ュー ス を見 なかったが,今 は見 る よ う
になった」,「寮 のテ レビで朝 と晩の ニュー スを見 ているが,今 度 テ レビを
買 うつ もりだ」等 のコメン トも見 られた。
8、ニ ュースの視聴 時問につ いては 「あ ま り変化 しない」 と答 えた者 が6
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名 だったが,そ の中には 「あま り変化 しないが,前 よりもっ とわか るよう
になった」 と書 き加 えてい る ものが2名 ほ ど見 られ た。 ニュー スの視聴
時問について詳 しいデー タは取 っていない が,時 問その ものはあ ま り変化
していないよ うで ある。西谷(1994)の調査 でも,目 本語能 力 の高 い学習
者 のテ レビ視聴 時間は決 して多 くはな く,長 時間のなが ら視聴 よ り目的 を
もった集 中視聴 が効果的 だ と述べ ている。 したがって ここで は,視 聴 の時
間そのもの よ りも,そ の質的変化 に注 目すべ きだ と考 える。
9.ニュースが よ く聞 け るよ うにな るた めには どの よ うに した らよいか
とい う質 問に は,「毎 目ニュース を聞 く」(6名),「ニュース の中の語彙 ・
表現 を覚 え る」(5名),そ の他(2名),と な ってい る。 また,自 分 で
ニュースの語彙 表 を作 ってい る学 生 もいた。
4.ま とめ と今後 の課題
今回行 った 「ニュー スの紹介」 は,生 の新 しいニ ュースを材料 に・語彙
リス トの助 けを借 りて,発 表者 か ら出 された問題 を内容理解 のポイ ン トと
して把握 しなが ら,聞 き取れ る範 囲を増や してい く活動 であ った。そ こで
の目的は,練 習 を通 じて背景知識や さまざまな分野の語彙知識 を広げ ると
ともに,ニ ュースのス ピー ドに も慣れ,聞 き取 りのカ を向上 させ ることに
ある。ア ンケー ト結果 お よび フォ ロー ア ップイ ンタ ビュー か ら,こ の2
点についてはおおむね達成 された と考 え られ るが,そ こで肝 要な のは漫然
とニュース を見 るのでな く,内 容 を聞き取 り理解 しょ うとして集 中して視
聴す ることで ある。す なわち,ア ンケー トの7.で わか らな い語彙 を辞書
で調 べ るよ うに なった り,ニ ュー スのス タイ ルや構 成 を意 識す るよ うに
なった者 がい るこ と,お よび,ア ンケー トの9.で,ニ ュー スの語彙 ・表
現 を覚 えるこ とを意識 してい る例 な どか ら,学 生 がテ レビでニュースを視
聴す る際,そ の意識 に質的変化が あった ことが うかがえる。
2回 目のア ンケー トの8.は,ニ ュース の聞 き取 りに 自信 が持 てるよ う
にな ったか ど うか とい う質問 だが 「ア.大 変 自信 が持 て るよ うになった/
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イ,少 し自信が持てるようになった/ウ.変 わらない/エ.そ の他」の中






業 もあることから,発表 の指導およびその後の話 し合いには重点 をおか
ず,時 間も十分にはかけられなかった。発音の問題 を抱 えている学生もい
たが,聴解の授業の中で,発表および発音の指導をどの程度行 うかは今後
の課題であろう。
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2.ど この、 何 とい う番 組 か:4チ ャ ンネル
3.話 題=台 湾 で ま た大 きな 地震































地震 が始 まる とこ ろ(山e8eismiccenter)
す ぐあ と(rig批after)
映 画や テ レ ビな ど に映 し出 さ れた 鹸(picture)
糠 の後 に引 き続 いて 起 こ るボ 最農(after8kock)
次 々に起 こ る こ と(oneafteranother)





崩 れる こ と(collapse)
選毫 が一 時 とま る こ と。 また そ のた め翻 が 蒲 え る こ と
(power£ailure)
多 くの とこ ろ(severalplace)
漏 れ るこ と。 抜 け る こ と。(1eak)
事 件 などが 起 こる こ と(㏄cur)
5.
これはタイペイから雷300キロの轍 に近い答毯箪爺の嘉齢 の瑠灘 養の藤
藻です。嘉義市では日本時閾の今日午前11時19分にマグニチュード6.4、そして午後0
よしん あいつ
時10分には余震 と見 られるマグニチュー ド6の地震が相次いであ りま した。
当篇くの発表 によります と、これまでの ところ、購 はいないものの220人以上が貞
冨 しているということです。嘉義市やその懸 では ピルや罠象が勧理 し、およそ9万 芦が
鯵鷺する灘 が出ています。また灘 協 でガス嶽れが発笙 したほか大学など12か所で灸
襲が舞笙 したとい うことです。
台湾のち革翼舞襲 くでは先月21日の台湾中部艦 の奈議 ではないとしてい ます。
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[資料31
ニュー ス紹 介 の 手 順(約10分)
【開始11こ れから の ニュース を 紹介しまする
私は について
では
【前置き耳2こ の ニュース を 選んだのは からです。
話題






































































5.(発 表に対する)他 の学生か らのコメン トは参考になりましたか。
6.紹 介 されたニュースについても、テス トはあったほ うがいいですか。
7.「 ニュース紹介」の発表は何回がいい と思いますか。
1回/2回 その理由 ・説明=
8.rニ ュース紹介」を通して自信が持てるようになりましたか。
ア.大 変自信が持てるようになった
イ.少 し自信が持てるようになった
ウ.変 わらない
エ.そ の他()
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